
～ 令和6年12月31日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和6年12月31日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・地域の子ども達と交流を図っていく。

2
・部署内での情報共有だけでなく、他部署の職員との情報共

有をさらに行っていく。

3 ・ST巡回相談をまた活用していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・利用希望が受けられるように体制を整えていく。

・地域の子どもとの交流の機会を設ける、増やす。

2
・違う遊び(公園など)で代用をする。

・活動の中で工夫をしていく。

3

個別に対応が出来る

・利用曜日の追加や時間の延長など、保護者からの希望に応じ

て対応を行っている。

・服薬の依頼があった際には、看護師も含め対応できる。

・利用児の体調に応じて、お出掛けが出来ている。

職員同士のコミュニケーションがとれている
・職員間での情報共有が出来ている。

・共有ノート活用やこまめに会議を実施している。

関係機関との連携が出来ている・情報共有が出来ている

相談員との連携が出来ている

・保育園との連絡ノートを活用し、情報共有している。

・相談員を通じて、保育園の利用の進捗度などの情報共有を

図っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・子ども同士の交流が少ない
・利用児の人数が少ない。

・利用の希望があっても利用までつながらない。

・支援でプールが出来ない、砂場がない ・テナントの問題、建物の構造。

令和6年11月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所ミルキーウェイ(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和6年11月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


